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郷
土
博
物
館
で『
清
瀬 

結
核
の
歴
史

展
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
外
科
手
術
、

薬
も
な
く
不
治
の
病
の
時
代
、
結
核
と
の

向
か
い
合
い
は「
大
気
・
安
静
・
栄
養
」

療
法
で
し
た
。

　

不
思
議
な
こ
と
に
、
こ
の
療
法
の
３
つ

の
言
葉
か
ら
清
瀬
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き

ま
す
。安
静
と
栄
養
の
順
序
を
変
え
れ
ば
、

「
た
い
き
」の「
き
」、「
え
い
よ
う
」の「
よ
」、

「
あ
ん
せ
い
」
の「
せ
」、
そ
れ
ぞ
れ
３
番

目
の
文
字
を
結
ぶ
と「
き
・
よ
・
せ
」
が

現
れ
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
不
思
議
な
浮

か
び
上
が
り
で
す
。
結
核
と
清
瀬
と
の
深

い
縁え

に
し
、
結ゆ

い

で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
不
思
議
で
す
。
国
立
病

院
機
構
松
江
医
療
セ
ン
タ
ー
矢
野
修
一
副

院
長
に
よ
る
と
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
医
者

で
あ
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
結
核
に
対
し
、

「
透
明
な
肌
、
長
い
首
、
大
き
な
目
と
そ

こ
に
宿
る
光
、
午
後
に
な
る
と
発
熱
し
頬

が
紅
潮
」と
妙
齢
の
美
し
い
女
性
を
髣ほ

う
ふ
つ髴

と
さ
せ
る
表
現
を
し
た
そ
う
で
す
。

　

一
方
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
デ
ザ
イ

ン
監
修
さ
れ
た
清
瀬
名
誉
市
民
の
澄
川
喜

一
氏
も
、「
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
眺
め
る
角

度
に
よ
っ
て
表
情
を
変
え
、
レ
ー
ス
編
み

を
ま
と
っ
た
貴
婦
人
の
よ
う
な
美
し
い
立

ち
姿
で
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。「
美

し
い
女
性
」
で
結
核
と
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、

清
瀬
が
繋つ

な

が
り
ま
す
。

　

病
に
耐
え
て
、
光
を
灯
す
、
ま
さ
に
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
も
建
設
中
、
東
日
本
大

震
災
に
襲
わ
れ
て
も
大
林
組
の
技
術
に
よ

っ
て
倒
れ
ず（
大
林
組
技
術
研
究
所
は
清

瀬
に
あ
る
）、
希
望
の
光
を
灯
し
て
き
ま

し
た
。

　

話
は
飛
び
ま
す
が
、
戦
後
の
連
合
国
に

よ
る
東
京
裁
判
で
日
本
側
の
弁
論
を
展
開

し
た
の
は
清
瀬
一
郎
弁
護
士
で
す
。何
か
、

「
清
瀬
」
は
人
類
的
な
使
命
を
担
っ
て
い

る
の
か
な
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、「
結
」
に
係
る
看
護
研
修

学
校（
結
核
研
究
所
西
側
）
の
校
歌
も
あ

り
ま
す
。『
む
す
ば
れ
て
い
る　

同
じ
い

の
ち
の
痛
み
の
根
元
で　

陽
が
昇
る
ま
た

陽
が
沈
む
理わ

け由
も
な
く
共
に
い
る　

理
由

も
な
く
手
を
の
べ
る
人ひ

と愛
と
し
て
』。「
結
」

は
命
の
寄
り
添
い
で
す
。

　

清
瀬
は
命
の
寄
り
添
い「
結
の
ま
ち
」

で
す
。
今
、
結
マ
ッ
プ
を
構
想
し
て
い
ま

す
。
一
例
は
日
本
社
会
事
業
大
学
に
あ
る

キ
リ
ス
ト
の
愛
の
象
徴
ア
ガ
ペ
ー
の
像
、

そ
し
て
近
接
す
る
老
人
ホ
ー
ム
上
宮
園
に

は
仏
教
を
日
本
に
広
め
た
聖
徳
太
子
の
上

宮
太
子
像
が
鎮
座
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

清
瀬
に
は
い
く
つ
も
の
魅
力
あ
る
尊
い

「
結
」が
存
在
し
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

清
瀬
市
長

小
・
中
学
生
の
俳
句
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

選
評
＝
石
田
波
郷
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

●
お
年
玉
親
孝
行
ま
で
た
め
て
お
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
中
一
年
　
大
熊
ゆ
め
み

　
（
評
）
小
学
生
で
は
な
く
一
年
生
と
は
い
え
や
は
り
中
学
生
の
も
の
だ
な
、
と
い
う
こ
と
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
作
品
。

新
年
の
季
語｢

お
年
玉｣

を
使
っ
て
一
句
、と
思
っ
た
と
き
、た
ぶ
ん
小
学
生
だ
と
「
も
ら
っ
て
う
れ
し
い
な
」
と
か
「
あ

り
が
と
う
」
と
か
、
そ
う
い
っ
た
表
現
が
中
心
に
な
る
が
、
こ
の
ち
ょ
っ
と
背
伸
び
し
た
感
じ
の
ま
と
め
方
が
い
か
に

も
中
学
生
ら
し
く
て
、
う
れ
し
く
な
る
。

●
星
空
に
花
火
重
な
り
万
華
鏡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

三
中
三
年
　
町
田
ゆ
り
菜

　
（
評
）こ
の
句
の
季
語
は
、も
ち
ろ
ん｢

花
火｣

。夏
の
代
表
的
な
季
語
の
ひ
と
つ
で
、よ
く
モ
チ
ー
フ
に
な
る
。そ
の
な
か
で
、

小
学
生
の
こ
ろ
に｢

空
の
お
花
畑
の
よ
う
だ｣

と
言
っ
て
い
た
花
火
の
美
し
さ
の
比
喩
表
現
が
、
中
学
生
に
な
る
と
こ

の
句
の
よ
う
に
ぐ
っ
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
。
誰
も
が
知
っ
て
い
る
「
万
華
鏡
」
を
使
っ
た
の
が
成
功
の
も
と
。

●
雷
よ
僕
の
成
績
落
と
す
な
よ
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
中
三
年
　
八
谷
優
太

　
（
評
）
雷
は
、
積
乱
雲
の
な
か
で
生
じ
る
気
象
現
象
、
放
電
現
象
だ
が
、
昔
の
人
は
そ
の
光
と
音
か
ら
神
さ
ま
の
な
さ
る

こ
と
、
神
鳴
（
か
み
な
り
）
と
捉
え
た
の
だ
ろ
う
。
夏
の
季
語
と
し
て
、
他
に
雷
（
ら
い
）、
い
か
づ
ち
、
雷
鳴
、
遠
雷
、

落
雷
、
は
た
た
神
、
日
雷
（
ひ
が
み
な
り
）
な
ど
幅
広
く
使
わ
れ
る
。
こ
の
句
は
、
落
雷
と
落
ち
る
の
連
想
か
ら
俳
句

的
ユ
ー
モ
ア
を
た
た
え
た
面
白
い
表
現
と
な
っ
た
。

※
今
回
の
俳
句
は「
第
８
回
石
田
波
郷
俳
句
大
会
」ジ
ュ
ニ
ア
の
部
か
ら
。
学
年
は
大
会
時
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】
市
報
１
月
15
日
号
の
小
布
施
知
優
さ
ん
の
句
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
汗
光
る
テ
ィ
ン
パ
ニ
を
打
つ
我

が
腕
に
」
で
す
。
読
者
の
皆
様
及
び
関
係
者
各
位
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。
訂
正
し
て
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　１月８日、清瀬けやきホール
で、「平成29年清瀬市成人記念
式典」が開催されました。
　清瀬市では、平成８年４月２
日～平成９年４月１日生まれの
724人が、今年成人を迎えまし
た。当日は、華々しい衣装に身
を包んだ新成人たちが再会を懐
かしみ、会場は晴れやかで賑わ
いのある雰囲気に包まれまし
た。
　清瀬の未来を担う新成人の皆
さん、誠におめでとうございます。

　１月12日、清瀬商工会館（松
山二丁目）で「きよせニンニン
スタンプ第３回公開抽選会」が
行われました。
　 応 募 総 数11,692件 の な か か
ら、特賞＝５万円・１本、１等
＝３万円・３本、２等＝１万円
・150本、３等＝５千円・212本
が公正に選ばれました。
　たくさんのご応募、ありがと
うございました。
問 合 せ　 清 瀬 商 工 会 ☎491・
6648

　身近なイベントや、まちかどの話
題を皆さんから募集しています。

　農業体験農園は、市内の農家が開設し経営・管理している農園で
す。園主の指導を受けながら、種まきから苗の植え付け、肥培管理、
収穫まで体験することができます。また、作業の講習は週末を中心
に行われますので、働いている方や初心者の方でも安心して野菜作
りができます。
　募集する小寺農園は、清瀬で農業を営んで14代・400年のキャリ
アがあります。野菜作りに興味がある方は、ぜひご参加ください。
農園の所在地　下清戸五丁目906　小寺農園
利用料など　年間41,000円（種・苗・肥料・講習代など必要な代金
と収穫した野菜代含む）
区画数など　70区画（１区画３㍍×10㍍＝３0平方㍍）
利用期間　３月中旬から平成３0年１月末（２月は畑の養生期間）
申込み方法　第１回締め切り＝３月３日までに、往復はがきに住所
・氏名・年齢・電話番号
・メールアドレス（お持
ち の 方 ）を 記 入 し、 〒
204-0011下 清 戸 ５ 丁 目
906　小寺方「体験農園の
仲間」宛てに郵送。（最終
締め切りは３月３1日）
問 合 せ　 小 寺 農 園 ☎　
49３・6119、 ☎090・1659
・３３16、ホームページ
http://berudekiyose.sak
ura.ne.jp

晴れやかな雰囲気に包まれて━━
「清瀬市成人記念式典」を開催

ニンニンス タンプ公開抽選会を行いました

華々しい衣装に身を包んだ新成人の皆さん

抽選をする参加者の皆さん

　「まちかどニュース」「がんばりすと」への投稿を募集しています。
応募方法・問合せ　1日号・15 日号ともに掲載希望号の1か月前（い
ずれも必着）までに、写真（データが望ましい）に説明（いずれも150 字
程度）を添えて、住所・氏名・電話番号を記入し、直接または郵送、
メールで秘書広報課広報広聴係☎ 497・1808 へ

あなたも市報に参加しませんか投稿
募集

中

　市では、清瀬市立梅園第１・第２
学童クラブの待機児童を解消するた
め、梅園第３学童クラブを増築し、
平成29年４月１日㈯に開所します。
梅園第１～第３学童クラブの定員
は、第１・第２が各３5人、第３が３0
人です。
問合せ　子育て支援課学童クラブ係
☎497・2089

清瀬市立梅園第３学童クラブ増 築 し ま す

増築される第３学童クラブ

　視覚障害者の方や視力が衰えて市報
などを読むのがつらいという方へ、そ
れらを音訳したCDを作成し、無料で
お届けしています。また、市ホームペ
ージからもデイジー版・MP３版をダ
ウンロードできます。清瀬市の多彩な
情報を入手できる音声版を、ぜひご利用ください。
　なおCDの再生には、パソコンを使われるか、デイジー版再生機
またはMP３に対応した再生機が、必要になります。
※デイジー版再生機の購入には、視覚障害の等級によって給付が受
けられる場合があります。（給付については障害福祉課障害福祉係
☎ 497・207３ へ）
問合せ　秘書広報課広報広聴係☎ 497・1808

市 報 な ど の 音 声 版 を 作 成 し て い ま す

農業体験農園の利用者を募集

新鮮で安全・安心な野菜を作りませんか！


